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はじめに
仏教が興隆した高麗時代には,非 常に優れた仏教工芸品が多種多様 に作 られている。特 に金
属器 と陶磁器の中で,容 器の機能 を持ついろいろな形の瓶が現われた。 これら瓶形は高麗の代
表的な器形の一つであ り,ほかの器形に比べ,そ の形態が数多 く多様 に作'られている。 これ ら
は,そ の形態 と用途の違 いによって浄瓶 ・長頸瓶 ・爪形瓶 ・鶴首瓶 ・梅瓶 ・瓢形瓶 ・双耳瓶 ・
一般瓶などに分類できる。その中で も高麗浄瓶 と呼ばれる水瓶 は,構造的に複雑である。その
用途に合 う機能をもち,造形的にも美 しく,文様の優雅 さと技法の精巧 さが調和 した高麗浄瓶
は,格調の高いものであると認められる。しかし,高麗浄瓶 は環境 と風俗による観念の差によ
って,そ の名称,用 途などが本来の意味 とは違 って活用 されてきた。その大 きな理由 として,
次のことが挙げられる。
(1)高麗浄瓶に関する研究のほとんどが日本の学者の手 によってなされ,か れらの観念に基づ
いて研究され,高 麗浄瓶の本来の概念 とは異なった解釈がされてきた。
(2)当時の 「律蔵」の解釈の誤謬。
(3)時代の変遷 による思考の変化。
(4)各国の生活環境 と風俗,気 候条件な どによる浄瓶の用途変化など。
従 って,私 は高麗の成熟 した仏教文化の基盤の上で完成された高麗浄瓶を,仏 教工芸品と仏
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教 の 『律蔵』1),出土遺物 を中心に考 えて比較,検 討することによって次に提起す る問題 を通
して,高 麗浄瓶に関する誤 った認識を解明していきたい と思 う。また,浄 瓶の信仰的背景 とし
て浄瓶の語義 と用途および仏像 との関係 を調べ,浄 瓶の発生に対する起源 を考察し,浄 瓶の種
類 と名称 を分析 した。
そして高麗浄瓶の様式変遷 とその特徴 を探究するため,現 存高麗浄瓶を中心に形態別構造特
徴,表 面意 匠などを考察す ると向時に中国,日 本の浄瓶を例 として挙げて比較,分 析 した。特
に以上 に関する文献 として仏教の 『律蔵』,『南海寄帰内法伝』2),『宣和奉使高麗圖経』,『天工
開物』などを通 じてその考証の資料 とした。
1,浄 瓶の起源 とその用途
浄瓶 とは本来,印 度では水瓶の用途による別称 として,梵 語では 「細長頸」,すなわち細長
い頸部がついている水を容れる瓶を意味する。つまり水瓶 とは 「水を容れ,飲 み水や手足,口
などの清浄 に供す るために用いる器」3)をいう。従 って浄瓶は飲用器 として使わず水瓶の用途
で使 うことから浄瓶 と水瓶が混同使用されたことが解か る。 しか し,紀元後,宗 教儀式が行わ
れるようになって,仏 陀の精神世界 に没入 した思想が台頭するようになり,浄瓶の用途 も変化
して僧侶の生活必需品,及 び仏教用具 として仏前に浄水を供 える供養具,あ るいは菩薩な どの
持物で4)あり,宗教儀式用 としてその用途の幅 も拡大されていったのである。
ところで,水 瓶は古 くか ら仏教用具に取 り入れられ,僧 侶 の生活必需品(比 匠十八物)の 一
つに数えられる。 これは 「仏教においては,常 に心身を清浄に保つことを旨とした ことに由来
す る」 また,「水瓶 の祖形 は西方に端 を発 して西域を経由 して中国へ伝来 した もの と思われ
る」中国で は,北 魏時代以 降の遺品が知 られ,水 瓶 を意味す るサンスクリッ ト語 「Kaman-
dalu」あるいは 「Kundika」を瓶 ・藻瓶 ・藻罐あるいは音読 して軍持6)と称 し,仏事 を中心に
用いられた。また,唐 の高僧 ・義浄が著 した 『南海器帰内法伝』 には,水瓶 に関する一章が設
けられ,そ れによると水瓶には二種があり,一つは陶磁製で浄水 を入れる浄瓶,他 は銅鉄製で
手洗い水な どを容れ る触瓶 と記 されている。っまり,こ れらの浄瓶はその用途によって浄水
瓶 ・触瓶(澡 瓶)・甘露瓶な どに区分 して使用 していた。
(A)浄水瓶 は飲料水や口などの洗浄用水 として使用する水を蓄 える容器を指し,浄瓶,浄 澡罐,
梵語では 「Kundika」,すなわち,君 持(=軍 持),軍持浄瓶 とも称 した。
(B)触瓶は手洗い水な どを容れる水瓶 として厠澡罐,澡 罐,銅 澡罐,銅 水瓶 と称 した。
(C)甘露瓶 は元来,印 度の暑い気候 に耐えるために必要な代用薬 としての油,塩 蜜な どを入れ
る薬用瓶であったが,紀 元後,仏 像が信仰の対象 として一般化 し1宗教儀式用の甘露瓶 として
甘露水,甘 露酒,甘 露茶を入れる容器に転用 された。仏教の経典である 『律蔵』によると,こ
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れ らの形状 はほとんど判別が不可能 なので,単 に材料 によってその用途 を区分して使われてい
た。つ まり,浄瓶 と甘露瓶は陶磁製で,触 瓶は金属製で作る事 によって浄 ・触を区別 し,或 る
いは瓶の胴部に注口があるもの と注口の代わ りに穴 をあけた形象で用途の分類をした と思われ
る。 このような機能性は,イ ンドの暑い気候に起因する衛生上の面を多分に考慮 した結果では
ないかと解釈することができるのである。
また,水 瓶の中には常用水瓶,常 用触瓶などの共同用 と個人用の水瓶があったので,浄 瓶が
生活用器であることが裏付 けられる。そして浄瓶が僧侶の生活必需品であったことを明 らかに
するのは 『律蔵』に 「僧侶たちがいつ も身 につける随物 の中には君持 ・澡罐 ・油支瓶などがあ
り」また 「僧侶の生活必需品 として六物があるが,こ れは三衣 ・坐具 ・水羅 ・君持であ り,ま
た君持には二っがあり,これは浄 ・触を称する」 と書かれてある。
このように印度の風習 と生活環境 に適合 して使用 された水瓶が,中 国,韓 国,日 本に伝承さ
れてきて本来の概念 とは異なる各国の実態に伴 ってその感覚 もまた変化 し,浄瓶が宗教儀式用
の甘露瓶 に認識されるようになっていった。
故に中国 と日本では浄瓶 はただ単に儀式用の甘露瓶 として頻用され,高 麗では浄瓶が印度 と
同じく仏前に浄水 を供える供養具 として,ま た観音像,菩 薩像などの持物 として甘露瓶,不 浄
用の厠澡罐 として使用された。 しか し,高麗では用途において材料の区分がなく,造形性 と表
面意匠が優れたもの と,それらが粗雑なものを区別 して,浄 ・触に分別利用 した と思われ る。
しかし,こ の三国に共通する傾向としては,そ れ らが陶製の ものよりも多少生産単価が高 くっ
くとして も,表面装飾の加工が多種多様 に施す ことができる銀製,銅 製,鉄 製 ものを,浄瓶用
にと憧れたもの と推測できるのである。以上の如 く,三国の気候,環 境,時 代状況,出 土遺物
を中心に考察 してみると,こ の推測 は立証が可能である。 しかしなが ら,今 まで高麗浄瓶 に関
しては,日本 と同じく甘露瓶 として認識され,浄 瓶 に関する研究の上で数多い誤謬があった。
今日,こ のように浄瓶の用途 と名称が混同 して使われるようになったのは,そ の当時,僧侶
たちの印度旅行記 と 『律蔵』の解釈の誤謬,時 代の変遷による思考の変化な どが挙げられる。
この主たる理由は,風 習 と生活環境が異なる国の文化様相を記録することによって彼等の見解
や認識の差が生 じたのである。
高麗時代 には水瓶の作例が著 しく増加するが,そ の中でも下記の形式が主流 となつて高麗浄
瓶の特徴 を表現 している。本形式の高麗め作品は,金属器 と青磁 と同一の遺例が多 くその胴部
には独特なモティーフの蒲柳水禽文が現われて,こ の瓶などが浄瓶 とよばれる由来はこの文様
とも関係がある。
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2.高 麗浄瓶 と仏教 との関わ り
高麗 は,10世紀の初め(918)から14世紀の終わ り(1392)まで475年の長い間続いた王朝であ り,
この時期 はちょうど中国の五代 ・北宋 ・南宋 ・元 ・明初に相当する。
高麗は建国 とともに中国式の文官優先の行政体制 を推進 したため,上 流階級の教養水準を大
いに高めることになった。更 に仏教が栄 え,人心が安定し,経 済的にも豊かなよい時代だった
と伝えられる。従 って,高 麗美術 は中国の新しい様式や技法が移入され,多 様性を帯びて発達
し,仏教を国教 とした政策に伴 って,繊 細な感覚 と洗練された造形技法 とが結合 し展開した。
このような時代的背景によって高麗時代は仏教関係の金属製 と陶製で出来た仏具や生活用具
が多量に生産 されてお り,それらは驚 くほど優美で精緻 なものであった。特に浄瓶は供養のた
めには,不 可欠な仏具 として,あ るいは僧侶の生活必需品 として使用されたと考えられる。 ま
た,こ れ ら浄瓶は金属 とか青磁で作られたものが数多 く,その様式においても独創的な高麗人
の気質をよ く反映 している。
ところで,高 麗の浄瓶 には金属製の浄瓶を写 したものが多い。特 に,朝鮮では古代から金属
工芸が発達 していて,形 態の美 しさや文様の精密さを等しく感 じさせるものが多い。金属工芸
技術の発達は高麗時代に受け継がれて,仏 教の隆盛を背景 に仏教関係の金属仏具や仏器,ま た
生活用具が多量に作 り出されていて,そ れ らは驚 くほど優れた ものである。 この仏具は法具 と
もいわれ,仏 教修業に必要な用具であ り,宗派 によって種類や形 も異なっている。特に11世紀
前半には青磁 は大量生産がで きず,上 流階級の高級品需要の指向に応じた程度で,一 般には銅
製の食器類が普通であった。 また,朝 鮮では古来か ら夏には陶磁製食器 を,冬 には金属器 を使
用してきた。現在で もこのような習慣が残っている家が多い。
そして,仏 器の中で青磁だった主なものには香炉,香 盒,花 瓶,水 瓶類,鉢 類,托 盞,人 物
像などがあり,これ らの多 くは金属器の意匠 と共通している。 また仏器 といわれるもののなか
〈高麗浄瓶 の典型的な形式1.II.例〉
① ②
①1形 式:No.3銅 製浄 瓶
②1形 式:N。1陶 製浄 瓶
o
③H形 式:A‐No.6銅 製 浄瓶
④li形 式:B-N。5銅 製 浄瓶
o
⑤II形 式:A-No.5陶 製浄瓶
⑥ll形 式:B‐No.20陶製浄瓶
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には日常の飲食器 と同様の審があるが,仏 器 と日常食器の区分方法 としては,蓮 弁を連ねた蓮
花文様状 の有無や,文 様,形 状に蓮花の意匠が用い られているか否かによって分類 されていた
のである。 また仏用に使 った鉢には,鉢 の内,外 面に蓮弁の文様が施 されているものもある。
そして,僧 や仏門に帰依 した人の遺骨 を納める骨台や舎利台などもある。以上の点から考えて
みると,高麗時代には仏教文化 と高麗青磁が深い関連性をもっていた ということが理解で きる。
高麗時代には青銅器や陶磁器の中にいろいろな形の瓶が数多 く作 られている。そして韓国で
は習慣的に底径 より口径が細い ものを瓶 と称 して,ま たそれら瓶の構造的特徴によって,そ れ
ぞれ名称 を区分して呼んでいる。 しかし,こ の瓶形は韓国先史時代遺物の中にはほとん ど見 ら
れないが,三 国時代土器の中には口が細 く,胴部が丸い瓶形が現れる。このような土器瓶の根
源は分らないが,中 国ではすでに六朝の頃から金属製 と陶製の瓶形が現れるようになり六世紀
頃にはこの形態が次第に定着してい く傾向を示した。韓国で も中国の影響を受 けて 「三国時代
と統一新羅時代 には観音菩薩立像などの持物 として多 く見 られる」7)しかし,こ の形状 は底径
より口径 が細いものがほとん どであ り,この小論に称する浄瓶の形姿は極めて少数である。
高麗において浄瓶が仏具 また生活用具 として使用されて きた ことを裏付 けるのは宣和五年
(1123年)宋の使節団として高麗に来た 「徐競」 とい う人物が著 した見聞録 『宣和奉使高麗圖
経』巻第三十一,器 皿二の浄瓶の頃である。それによると 「浄瓶之状。長頸修復。旁有一流。
中為両節。仍有轆轤。蓋頸中間有隔。隔之上復有小頸。象替筆形」。「貴人国官観寺民舎皆用之。
惟可貯水。高一尺二寸。腹径三寸。量容三升」 と浄瓶について記述 されている。 ここに記され
た浄瓶の形象はこの小論に称する形姿と一致する。また,後 段で 「貴人 ・国官 ・観寺 ・民舎皆
これを用 う」 とあり,当時において浄瓶が仏具 として用いられるだけでなく,一般 において も
貯水器 として生活用具の一っ として使用されていた ことが伺 える。 さらに,浄瓶は金属器,青
磁,白 磁,土 器および民家で使 った陶器 「Jilkeuret(チルグルッ)」などに数多 く見られ,当
時,ひ ろく流行していたことが窺 える。
また,浄 瓶の形象は高麗時代仏画の中にある観音図 にもよく見 られる。 これらの仏画を見 る
と楊柳観音像のそばに浄瓶が置かれてあり,浄瓶の注口部 には柳が差されてある。あるいは浄
瓶 と承盤が一対になっている組み合せものも特徴であると言える。このような様式は盛唐中国
仏画8)の中にも見 られる。 また,印 度では二～三世紀頃の作品 と推定できるガンダーラ様式の
弥勒菩薩像の左手にも浄瓶の形象 を見ることができる。これ らの浄瓶は特に宝瓶,甘 露瓶 の用
途 を表わすものだと考えられる。
つまり,この小論 に称する浄瓶の形姿は底径 より口径が細い瓶の胴体上半部,つ まり肩部分
に煙管の先のような注入口がつき細長い管状の頸,そ の上に高 く上方にのびた尖台の形姿の口
がついてあ り,この口か ら水を注 ぎ出すようになっている。 ま々,こ の上方口部の形は主に六
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角柱および八角柱状になっゼお り,注入口には蓋がついている。その蓋には安全を保つために
っまみがっいている。以上 は高麗浄瓶の典型的な形式 と言える。そして,こ れ らの浄瓶 は水瓶
と呼ばれて韓国では三国時代か ら作 られているが,こ の時期から統一新羅時代に至る遺例 は少
な く,高麗時代以降,一 定の形式をもって定着 していく。
高麗青磁浄瓶形はその原形が青銅浄瓶群であ り,その作例 としては三国時代 と統一新羅時代
のものである青銅製菩薩立像の手に持っている瓶を 〈作品例1>と 〈作品例2>と に挙げられ
る。(2-1)は 現存する金属製瓶の中でm古 いものであり,景徳王17年(758)に該当する。
(2-2)は(2-1)よ りす ぐれた形態であ り,胴部には銀象嵌の雲文が長い一本の線 と
してつながれているのが特徴である。この作例 は(2-1)と ほぼ同じ時期のものと推測 され
る。(2-3)の 胴部 と頸部 は上記の作例 と似ているが,頸 部の上方に高 く延びた6刻 尖台が
っ く唯一の金属製浄瓶である。
これ と同じものとして11世紀頃のもの と思われる日本の布薩形水瓶が挙げられる。そのほか,
三国時代の土器にも口径が細 く,胴体が脹 らんでいる瓶が現れる。 しかし,こ のような土器瓶
の原形はわか らない。上記の作風 は中国の唐時代の ものと奈良時代の作例が数多 く,韓国 には
その作例が少ない。ただ,高 麗では唐時代に普及した水瓶形式を受けいれて,高 麗浄瓶の特徴
を表現 し,金属器形 と陶磁器形が並行してその盛期を迎える。しかし,この浄瓶の起源は明確
ではない。そして,器 形から見ると肩部の口から水を入れ,頂 部から注出するという機能的に
は不合理な器であり,そ こに宗教的制約の介在 を推測することができよう。
3.高 麗青磁の変遷 と浄瓶
高麗美術は中国の新 しい様式や技法が移入 され,多 様性 を帯びて発達し,仏教 を国教 とした
政策 に伴って,繊 細な感覚 と洗練された造形技法 とが結合 し展開 した。
このような歴史的背景をもって製作 された陶磁の うち,も っとも優れた ものとして高麗青磁
が生み出され,特 に高麗青磁 に対する宋の青磁の影響は大 きかった。高麗 と宋 とは北方から契
丹 ・女眞 ・蒙古な どの遊牧民族の圧力 と侵略 を間断なく受 けて,時 には両国の断絶が不可避に
なった。緊迫 した事態の中で も高麗 と宋 との文化的交流や経済的交流はたえず続いた。その交
流の継続によって中国の青磁が高麗に伝わ り,それが高麗青磁の発展 に非常に大きな影響 を及
ぼしたのである。 この点については高麗の陶工が中国に行 って学んだとか,中 国の陶工がやっ
て来て,そ の技術 を伝えたと見る見解 もある。
このように中国陶磁を受容 しなが ら発展した高麗青磁が変遷して行 く過程を,時 期 と技法,
文様などによってた どり,更 にその時期の浄瓶について述べてみたい。
朝鮮の陶芸は9世紀末期に形 ・質 ともに古墳文化的性格から脱皮 して,磁 器質窯業の毀階に
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移行す るようになる。すなわち,形 か ら言うと儀礼的要素,非 機能的な要素を含んだ古代様式
か ら用途 ・機能が細分 された現実的な器 に変わ り始めたと言えよう。西暦985年ごろか ら先駆
的青磁 が始 まり,998年ごろには本格的な青磁 に移行 する。つまり,高麗時代において10世紀
前半から11世紀前半に至るまで,中 国越州窯の影響が高麗陶磁の器形 と釉色,技 法な どに深 く
現われるようになる。要するにこの時期の器形 は,晩唐 ・五代様式の余韻を感 じさせる高麗陶
磁窯器成熟の初期段階であると言える。11世紀後半になると,五代末,北 宋初期 における越州
窯の鉄絵青磁の類型が多 く見 られる。つ まり11世紀末 に象嵌技法が現れる以前の時期を意味す
る。 この時期には陰刻文,陽 刻文の技法,ま た中国北宋時代の陶磁文様 と金属工芸文様が意識
的に使われている。主に使われた文様の素材には鸚鵡文,鳳 凰文,蟠 龍文,波 魚文,雲 龍文,
唐草文,宝 相華唐草文,蓮 文,蓮 弁文,雷 文などがある。 この時期の青磁浄瓶は各部分の比率
と調和が とれず,浄 瓶の頂部,つ まり尖台は短か くて厚 く作 られている。また尖台は大部分 は
面取 りになっているがその角度 は不統一である。文様 は無文 と陰刻文 による蓮唐草文,牡 丹唐
草文などの植物文,ま た金属浄瓶の模倣品が主に使われた。
12世紀前半,す なわち仁宗年間に高麗貴族政治は黄金期 を迎え,高 麗陶磁には高麗貴族たち
の理知的な雰囲気及び禅宗の強い影響が背景 と考えられる。高麗陶磁 は北宋 との交流 と刺激の
中で飛躍的に発展 し,12世紀前半頃には中国とは違 う独 自の特色 を見せるようになる。つまり,
この12世紀前半の50年間は高麗陶磁史ばか りでなく,朝鮮陶磁史上の黄金時代であり,金属工
芸,絵 画,印 刷術など,文物の発展 とともに,高麗陶磁 はその造形感覚 と技術面において顕著
な国風化の傾向を示すようになる。
この時期 には多彩な器形の青磁が作 られてお り,高麗青磁器物のすべてが高麗的な洗練され
た機能性や造形に現れて,濃厚 な高麗の特色が定着する時期であり,青磁浄瓶の洗練度 も同じ
く12世紀前半がその絶頂期 として,優 雅端正な美しい意匠と精緻な手法の作品が数多 く作 られ
ている。また,こ の時期の高麗青磁の文様意匠は高麗初期の北宋陶磁文様 と金属工芸文様から
少 し脱皮 して高麗的に翻案 されている文様,ま た高麗独 自的な文様が現われる。特 に浄瓶の文
様意匠は高麗独 自の蒲柳葦蘆文,野 菊文などで実在動植物が主題になってお り,文様 というよ
り事実的に表現された点景的な要素が大きかった。特に金属器銀象嵌にみられる点景描写 と酷
似するものとか北宋系文様の雷文,蓮 弁文,唐 草文,菊 唐草文,蓮 唐草文,牡 丹文 は初期 より
簡略化 される傾向をみせる。 これら文様意匠は中国や 日本 とは極めて異なり,韓国の自然 と人
文からくる情緒を強 く反映している。
そして,高 麗青磁浄瓶に主に使 った技法 は陰刻文,陽 刻文,象 嵌文などで,特 に象嵌文 は金
属器銀象嵌文様が青磁文様へ と移行 した もの と推定できる。 このような表面意匠とともに浄瓶
の作風は初期 より全体的に均衡が整った器形が高麗風に洗練されている。また,高 麗の陶工た
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ちが独自に生み出した形態 も見 られる。
また,12世紀中頃から1231年ごろまでは青磁象嵌の全盛時代をむかえる。 この時期の文様に
も高麗的な特色が強 く現われる。特に陶磁文様 には雲鶴文 と野菊文な どがよ く見られ,そ のほ
か仏教的な信心を反映する宝相華唐草文や高貴の相を意味する唐草文などが施 されている。 し
かし,浄瓶の作風は12世紀 に続いて象嵌のものが主流になっているが,そ の遺物 は数少ないし,
器形においても変化はない。
鉄絵青磁の技法は11世紀頃か ら取 り入れ られて,12世紀前半に入 ると,そ の器形 ・意匠 とも
に更に洗練され,鉄 絵 も高麗末期 まで続 けられ様々な器形の中に表現 された。鉄絵青磁は長期
に渡って,さ まざまな文様 を生み出して来たが,器 形面においては銅器の余韻が残 っているも
のが多 く,ま た,中 国的器形 と文様から完全に脱皮していないものが多い。
以上のように12世紀前半から続けて作 られた優れた高麗青磁 も,1231年か ら,高麗朝の終わ
る1392年にかけて,下 降線 をた どってい く。高麗青磁の特色である流麗な曲線美 も時代が下が
るにつれてゆるみを見せ,優 雅端正 より実用性 と安易な造形へ と移行 してゆくようになった。
これは高麗末期の混沌 とした政情 と経済が,そ のような表現 と感覚を生み出したのであろう。
これは単に高麗陶磁だけにみられるのではな く,宋において も,輝か しい漢民族の陶磁伝統が,
蒙古族に踏 みにじられて,一 時沈滞するのと時を同じくした。
13世紀中頃か ら14世紀末 までの時期,即 ち高麗陶磁の退潮期であるこの時期の文様表現は間
断で粗 く,そ の主題 も単純簡略化傾 向にな り,主に使われた文様 は雲鶴文 と蒲柳水禽文な どで
ある。そして,浄 瓶には主に鉄絵技法による唐草文 と蒲柳水禽文 などが施 されているが,そ の
作風も崩れ る傾向が見られて高麗末期の特徴が強 く現われる。 これ らの形 は平凡な形であるが,
大胆で活力があふれる。これは一般の家庭で実際に使われた ものであると見なす ことができる。
4.高 麗浄瓶の様式変遷 とその特徴
高麗時代 は仏教が繁栄 して仏教関係の金属仏具 と生活用具が多量 に作 り出されて,そ れ らは
驚 くほ ど優美で精緻なものであった。その中でも浄瓶は銀 ・銅 ・鉄 ・青磁 ・白磁 ・土器な どで
作 られ,そ の数も多 く,高麗の全期間を通 じて広 く流行 した ものである。 これら浄瓶の形姿は
外観上の姿 によるもので注口があるもの と注口の代 りに穴 をあけた形状のものなどに大 きく二
つの形式に分類することができる。 この二つの形式は印度の仏典である 『律蔵』に書かれてあ
る浄瓶 と触瓶の姿 と一致する。従って,私 は現存遺物約150点の浄瓶をとりあげ9),.大きく1,
II形式 に分類 して各形式の様式変遷 とその特徴 を分析すると共に中国や 日本の浄瓶 とも比較検
討 しようと思 うのである。
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(A)1形式の特徴
〈1形式〉は現存 している遺物が少 く,〈II形式〉 より造形的,技術的な面で劣 っている。
また,こ の胴部の形式 は韓国のほかの器形にはその姿 はほとんど見られない。しか し,申国で
は唐か ら宋 にか けて作 られた酒注形中,宋 の独子の器形である広 口長頸形酒注(作 品例)1°)の
胴部 と形姿が似ている。特に㈲パ ターンの酒注形は丸みがある胴部に広 く短かい高台 と長い頸
部がラッパ状 になったもので,こ れは唐末から五代にかけて作 られた越州窯の典型的な形式だ
と言えるが,そ れが,だ んだん定窯 と耀州窯にも現われるようになる。 また,韓 国では三国時
代 と統一新羅時代の土器お よび金属瓶(作 品例)11)などからその形姿 とやや似ているものを上
げられるが高麗青磁の中にはこの形式が全 く見当らない。
〈1形式〉の特徴 は丸みがある胴部に長 くて細い頸部 とラッパ状の口の上 に細長い尖台を伴
う形である。この形式は浄瓶の肩部に煙管の先のような注入口はなく,その部分に穴があけて
あり,肩や頸のっけ根の部分が段状になっていて太い線をめ ぐらせてあるのが特徴である。 こ
の線は胴部 と頸部 を接合する部分に精巧な装飾を施 しなが ら,も っと肩部の穴の形象を顕象化
しているのであり,広がった頸部の口部分の造形 と似合 う。更 に水の流れを止めるための機能
を併せ もっている。
また,こ れ ら穴の形象は陶一⑤ のように如意頭形 とかある物象を象って作 った珍 しいものが
ある。なぜ このような穴をあけたのかわからない。 しか し,この形態の肩部 に注口をつける場
合,均 衡の上に全体の整った姿にならない と思う。青銅浄瓶(作 品①～④)は 全体の整 った姿
に均衡 を保っ優秀な作品であ り,特に金一①,② の場合,大 きさか ら推洳できるのはこれ ら浄
瓶が水滴 として作 られた可能性 もある。これを裏付 ける作例 は青磁童子形水滴が挙げられる。
そして 〈1形式〉の陶磁浄瓶の大部分は青銅浄瓶 を象 って作ったものであ り,特 に陶一①は
金属の堅 く冷たい姿がそのまま現われる6陶 一②③④ は柔らか くて豊満な陶磁器の感触 を現わ
すが金属器風が少し残っている。特 に陶一③④⑤は頸部が短か く太 くて洗練されていないし,
器形 においても高麗的には見 られない珍しいものだ と言えよう。また,〈1形式〉 には陶一④
⑧⑨⑩の ように陶器浄瓶が数多 く見られ,こ れら浄瓶が高麗時代の日用生活に使われた もので
あることが裏付 けられる。
つまり,高麗 には印度 と同 じく<1形式〉の浄瓶が触瓶 として使われた ことは肩部の穴 に蓋
がついていない こと,また浄瓶の造形性,表 面意匠,技 法などの水準が 〈II形式〉より劣 るこ
とから推測できる。従 って,高 麗では 〈1形式〉よ り 〈II形式〉を材料の区別がな く浄瓶 と甘
露瓶の用途 をもつ仏具として併用した ことを知ることができる。
しか し,イ ン ドでは金属で出来た この形式が厠澡罐 として日常生活に使われてお り,中国 と
日本では触瓶 として 〈1形式〉の ものがな く,金属および陶磁 の 〈1>〈II>形式が浄水瓶お
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よび甘露瓶の二っの用途 として使用 された。中国の 〈1形式〉の浄瓶 としては黒釉浄瓶(作 品
例)12)が挙げられる。
(B)II形式の特徴
〈II形式〉は高麗浄瓶の主流 として現存 している遺物 も数多 く発見されていて各部分の比例
もよく調和が とれている。 この器形の原形 は金属器であるが,統 一新羅時代(10世紀頃)か ら
陶製 と金属器の器形が出現 したし,高麗初期 には,原 形 と技巧にすこぶる洗練 された金属製浄
瓶が作 られている。 これら金属浄瓶の意匠はほとんど銀入絲技法の蒲柳水禽文 としてその手法
は精彩で緻密に施 されてある。 また高麗初期の陶磁製浄瓶は中国北宋時代の陶磁文様 と金属浄
瓶 を模倣 しようとする面が強 く,表面文様の意匠もほ とんど同じく施されている。
高麗中期 に入 ると高麗初期から造形 と技巧がすこぶる洗練されていた金属浄瓶様式 を,材料
を変 えて陶磁浄瓶 として試行 しようとする面が強 く現われている。特にこれら陶磁製浄瓶は金
属器風の堅い感 じより土の柔らかさと比較的おおらかな量感を感 じさせ る形象が主になってい
る。このような表面意匠とともに陶磁製 と金属製 に作 られた 〈II形式〉の浄瓶は浄水 を入れる
瓶 と宗教的意識用の甘露瓶の用途をもち高麗全期間にかけて流行した器形である。
これら浄瓶の特徴は,筒状の形になっている胴部 と比較的細い頸部,そ の上にのせる細長い
注口(お よび尖台)が ある。また,肩 部 には,注 入口があり,そ こに蓋がついていて浄水瓶 と
しての機能性 と清浄性を充分考慮 した結果だ と思う。 この形姿は高麗酒注形の筒形に見 られる
形である。 これら胴部 と頸部の形状は高麗筒形酒注形(作 品例)(C)パターン13)のように高麗青
磁が最盛期に達する以前の11世紀後半から12世紀前半にかけて作られ,13～14世紀 に至るまで
の長い間,高 麗青磁の基本的な形式 となっていた。また中国においても10世紀中頃から11世紀
後半にかけて筒形酒注形が数多 く作 られている。っまりこれら筒形酒注形 は両国 とも金属器 に
その原形があるが,そ の時代の人び との高い作陶技術 と優れた芸術的造形感覚によって陶磁独
特の筒形酒注へ と変化 させたものが幅広 く作 られている。 また,高 麗では筒形酒注の胴部の形
姿を基本 としたさまざまな器形が作 られてお り,浄瓶 もそのような基底の上 に新 しい形象を誕
生 させたものである。
中国にも 〈II形式〉の浄瓶が主流になってお り,現存遺物 としては青銅浄瓶 と北宋前期の定
窯で作 られた白磁浄瓶がほとんどである。 これ ら白磁浄瓶の注口は龍を象った ものが多 く表面
意匠は蓮弁文および唐草文などが陰刻,陽 刻され唐時代の白磁浄瓶 とは異なる様式を表わ して
いる。 このような背景の中で作 られた 〈II形式〉高麗浄瓶は大別 して二つの流れによって発展
して行 く。 これらを(A)・(B)パターンに分 けてその特徴 を考えて見たい。
㈲パターンは胴体の肩部が丸みがあり豊満で,肩 からなだ らかに湾曲する胴部,わ ずかに曲
線 を描きなが ら上方へ延びる頸部,胴 の裾部分が細 くなって絞 った形に高台部分はすこし外反
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している。 これら浄瓶の形象は高麗浄瓶の典型的な形式 として各部分の比率 もよく調和が とれ
ている。
金 〈z1-a-1>は扶餘扶蘇山,出 土品 として,越 州窯系の青磁 と金属製遺物などが同時に
出土され,そ の編年 はおおよそ10世紀頃のものだと推測できる。 これは浄瓶の典型的な形式で
あり,唐時代の浄瓶 にもこれと同じものが見 られる。 また,同 姿の浄瓶が唐 ・禅宗7代 ・神会
の墓(684-758)から出土 された もので日本の正倉院 と法隆寺の遺物の中に見受けられる。
〈A-2>は下胴部の高台部分 と頸部,頸 部 と胴部のつなぎ目の部分に二つの線刻帯があり,
肩部分 にある注口が六角の面取 りになった珍 しい ものである。〈A-9,10,11>の表面意匠
の技法は銀象嵌が主流で胴部には全面に蒲柳水禽文が描いてある。そして要所に唐草文,雲 文,
蓮華文などを銀象嵌および陰刻で施 している。 これ らの浄瓶 は主に統一新羅時代から中国の影
響 を受 けて造 り始め,高 麗初期 にはすでに高麗風 に洗練 された器形になる。
〈陶一II-A>の作品例 を見 ると高麗初期から造形 と技巧はす こぶる洗練を極 めていた金属
浄瓶様式 を材料 を変 えて陶磁浄瓶で試作 しようとす る動 きが出て くる。(A-1)は 広州上山
谷里山土の白磁浄瓶 として11世紀末頃のものと推測する。 この時期 は越州窯系より北宋の耀州
窯,磁 州窯,定 窯系の影響 を受けながら高麗の独創的な高麗陶磁創造の基を築 き始める時代で
ある。 この浄瓶の器形にも未だ北宋風がのこっている。(A-2)は 浄瓶の中,珍 しいもので
あるが,11世紀初 の高麗青磁長頸瓶 と胴体の形姿 と表面意匠が似ている。(A-3～11)は金
属器浄瓶 を陶磁器に写 そうとする面が強 く現われてお り,特 に(A-7,11)は形態 と曲線な
どが非常に青銅浄瓶 と類似 し,表面文様の内容 もほ とんど同じくほどこされている(A-1,
2,10,11)の器形の特徴 は高台がなく平底で,胴 部の豊満さがそのまま下部にまで至って下
胴部の挙がす こし外反している。(A-8)は 器底の仕上げは扁平で古格 を備 えていて,三 和
里出土品の浄瓶 と同じであるが釉胎や器形ははるか に洗練 されている。(A-12)の瓜形胴部
は高麗に流行 した器形 として高麗の人び とに好まれた形象である。これ らは瓜の形を象って作
った酒注が数多 く,酒注形の胴部には,6稜,8稜,12稜,16稜な どの稜を入れ写実的に瓜形
を表現する。(A-13)は注口部 と上端の口を龍首 とし,頸部 に設 けられた鍔の上方 と頸の付
根 とにそれぞれ龍首 を飾った他に類例のない浄瓶である。 これらは翡色青磁釉 と端正な器形,
鋭い龍首の表現は高麗最盛期の作品であると考えられる。(A-14,15,16)の形態 はきわめ
て洗練されており,表面意匠は象嵌文様化 して陰刻文浄瓶 と比べると端正な感 じの浄瓶である。
(B)パターンはほぼ筒状になっている胴体 と傾斜 した肩部 はやや張 り出していて,上 胴部から
下部 にまで曲線 を描いている。(金一B)の 中,年 代が明らかに解る作例 は見 られないが,概
ね,高 麗初期以後,つ まり12～13世紀間の ものだ と考 えられる。
(B-1,5,6)は 頸部 と胴部をつなぐ目の部分 に線刻帯がある。特に,(B-5)は 線
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刻帯がはっきり現われてお り,頸部にのせる細長い注口 と線刻帯結はがっち りしている。 この
線刻帯は 〈1形式〉の技能性 とは違って金属製品の製作工程のため生ずるもので大部分の青銅
浄瓶の胴部 にはこのような継 ぎ目が見 られ るのである。(B-2)は 浄瓶 と承盤がセットにな.
っている珍 らしいもので,高 さから推察すると浄瓶が水滴 として使われた ものだ と思われる。
(B-8)は(B-9)と 同 じ形姿であるが,た だ,頸 部上の細長い注口と肩部 に注囗がつい
ているのが違う。文様 も蒲柳水禽文の同文様である。
(陶一B)め 作品例は金属器風の堅い感 じより,土の柔らかさと比較的大 きい量感を感 じさ
せるおおらかな作であるといえる。つまり,青銅器を倣 った鋭さが失われ,非 常に陶磁器 らし
いやわらか さを見せている。表面意匠は白磁 ・青磁陰刻 ・鉄絵青磁などが主になっている。
(B-1)は三陟 ・北坪邑,三 和里古墳出土の遺物 として,そ の年代 は10世紀中頃の ものと
推測され る。浄瓶の特徴は,器 底の仕上 げが扁平で古格を備なえてお り,胴体肩部 についてい
る注入 口は軽快 な形 に仕上 げられてい る。(B-8)ま で は(B-1)と 同姿である。特 に
(B-5,6,7,8)は 珍 しく黒釉浄瓶 として肩部の傾斜がひどいものである。(B-9)
は浄瓶の頂部が短か くて厚いし,そ の面取 りは鈍角であり,注口部の蓋 も洗練されていない。
っまり,これ らは新羅以後の古式浄瓶様式を現わす(C1)と 頸部 と尖台をつける部分の形
が同一である。(B-12)から(B-21)までは12世紀前半期の典型的な様式 として頂部が長
くて細 く,鋭角で面取られてお り,また,頭 部の陽刻横帯,注 口,高 台の形態などから金属器
の特徴が強 く現われる。特に(B-14)と(B-15)は蒲柳水禽文が陰刻 されているが,そ の
文様 はきわめて簡素で,線 味を帯びた半透明性の釉がむらなくつややかにかかっている。 また1
(B-18)は陽刻 された胴一面に蓮唐草文が,肩 には磁州窯系の作品に見 られる唐草文が片切
彫で蓮肉に表され,細 部 にまで丁寧に毛彫が添 えられてい る。(B-22)からは銅器 を模 した
旧来の形か ら抜け出した平凡な形 として,一 般の家庭で実際使ったもの と見なす ことができよ
う。 これ ら形の特徴は豊満な上胴部から下胴部に向って細 くなり,そ こか ら高台の部分 までは
少 し広がる形状で高台がな く扁平底である。 このような胴部の形式は高麗青磁の瓶 とか酒注形
(作品例)に よく見 られる形である。しか し,(B-26)は銅器の姿が残 っている。(B-22)
か らは高麗から李朝に転換する過程 を見せて くれるにはよい作例であ り,少 し器形が崩れる傾
向が見 られ る。表面意匠は鉄絵による蒲柳水禽文が簡潔に描いてある。これは大形の鉄絵青磁
が盛んに作 られるようにな り,作風が変化す る13世紀 ごろか らだと考えられる。しか し,宋で
はこのような作風は見 られない。
まとめ
以上,高 麗時代 に作 られた浄瓶形を取 り上げ,そ れぞれの器形を大 まふに分類 し,そ れら器
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形が どのように展開 ・発展 したかについて調べてきた。その結果,'次のようなことが判明 した。
高麗浄瓶の原形は中国にあるが,高 麗の人び とにたいへん好 まれ,数 も多 く,非常 に精緻な手
法の丁寧な作調のものが作 られている。また銅器 を模 した形 を陶工たちが高麗化 させて,そ の
形をより高麗風な素朴で,力 強 く,さらに柔軟なものへ と変化 させていった。文様 において も
青銅銀入絲浄瓶 と香炉 によく現われる蒲柳水禽文 を中心に高麗人の好んだ詩情の一面を風景構
成 として表現した ものが多い。
このように高麗時代の浄瓶は多種の材料 と多様な表面意匠が使用されて,そ の生産数量も非
常に多か った。 これは,当時の仏教を国教 としていた社会的背景が一因となっている仏具や僧
侶の生活必需品 として併用されるにとどまらず,一 般の家庭 にも広がってゆき,浄瓶の使用が
庶民の楽 しみの一つとして昇華 していったのである。 また,高 麗では浄瓶が中国,日 本の甘露
瓶の用途 とは異なってイン ドと同じく浄水瓶,触 瓶,甘 露瓶などに使用 された。 しかし,高麗
も触瓶よ り浄水瓶 と甘露瓶 として楽しんで使れた ことが現存遺物を通 じて知ることができる。
また,浄 瓶 はほかの器形に比べ金属器 と陶磁器の作品が長い間,同 じパターンで作 られたの も
特徴である。今後,引 き続き,他 の瓶形 との比較 を加 え,浄瓶形の変遷 と用途について更に研
究の密度 を高めていきたいと考えている。
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26参照
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浄瓶」覧表1韓 国浄瓶(青 銅,陶 製)
作品区分 名 称 文 様 年 代 所 蔵 及 出 土 高 さ
〈【形式〉青飼一 監 青銅浄瓶 高脆 日本,東京国立博物館 H tz.i
2 ww浄瓶 高狸12～13世紀 日本,泉鼠博古館 H is.o
3 脅銅浄瓶 高鹿12～13世紀 日本,奈良国立博物館 H 37.0
4 青飼浄瓶 無文 高鹿 韓国,梨花女子大学校博物館 fi32.5
〈正形式〉陶製一L 青磁浄瓶 高配13世紀 米国,サンフランシスコ・アジア美術館 H 35.6
z 脊磁無文浄瓶 高麗 韓国,東亜大学校博物館 H 30.3
3 青磁無文浄瓶 高麗 且2世紀 韓国,梨花女子大学校博物鱚 H 23.8
4 陶器浄瓶 高麗12世紀 鰉吋 延世大学校鳳物館 H 32.9
5 皆磁陰刻柳蘆還翠文浄瓶 柳蘆蓮華文 高麗12世紀 韓国,梨花女子大学校博物館 H 31.0
6 青磁童子形水滴 高麗12世紀 日本,束洋陶磁美術館 H m.a
7 冑磁訣嵌運贋草柳文浄瓶 運唐華柳文 高麗 且2世紀 阜章国,SEOUL国立中央A9物館 H 26.1
8 土器浄瓶 高鹿 韓国,東亜大学校何物館 H 2fl.0
9 緑青磁浄瓶 高鹿13世紀 韓国,延世穴学校博物館 f 26.8
10 土器浄瓶 高麗 鱸国,穴邱大学校悔物鯖 li ao.s
〈H形式〉青銅一 正 銅製浄瓶 高麗 SEOUL国立中央博物館 N 36.6
㈹パ ター ン2 銅製浄瓶 高腮 韓国,高麗大学校愽物館 H 38.7
3 青銅浄瓶 高麗 韓国、東亜大学校博物館 H 38.3
4 銅製浄瓶 高麗11末～】2世紀初 SEOUL国立中央博物館 H 40.8
5 銅製浄瓶 統一新羅mP!紀 SEOUL国立中央憾物館,扶餘扶蘇山出土 H 39.0
6 青銅浄瓶 高麗ll～12世紀 SEOUL国立中央博物館 H 35.A
7 青鍋浄瓶 高罷 日本,久保惣記念癸術鰍図緑 「注器亅より N 35.5
R 青銅浄瓶 高麗 日本,根津英術館 H 34.2
9 脊綱銀入絲蒲水禽文浄藏 蒲柳水禽文 高鹿11^12世紀 SEOULO1立中央博物館(国宝92号} H 37.5
m 銅製銀象嵌浄瓶 高麗 SEOUL国立中央愽物館 H 37.6
H 青鋸銀入綜浄瓶 蒲柳水禽文 高麗 SEOUL国立中央樽物賠 H 35.0
(B)パター ン ーt 胥銅浄瓶 高 麗11^-12世紀 SEOUL国立中央博物皰 H 29,1
z 青鋸浄瓶及派盤 高麗12世紀 w本,久保惣記念美術館図繰r庄器亅より iits.s
3 青銅浄瓶 高麗 幃国,東亜大学校愽物館 H 39.0
4 肯銅浄瓶 高麗12世紀 日本,東洋陶磁美術館,「朝鮮陶磁シリー ズ田」より N ao.n'
5 青鋼蹴金銀離嵌蒲柳水薦文浄瓶 蒲柳水禽文 高馳12-3世紀 日本,神慈秀明会 N 37.2
6 青銅銀象嵌蒲柳水禽文浄瓶 高鹿12～13世紀 日本,泉配博古館 x 37.3
7 青銅銀入繰蒲柳水禽文浄瓶 蒲柳水禽文 高麗12世紀 拿彑国,漕州国立博物館 H 37.5
8 青銅銀象嵌蒲柳水禽文浄瓶 蒲柳水禽文 高麗12--13PS紀日本,大和文華館 H 36.8
9 青銅銀象嵌蒲柳水禽文浄瓶 蒲柳水禽文 高麗13～14世紀 日本、五島美術館 H 29.0
且0 脊銅浄瓶 高麗13-14世紀 鳴国,国立全州博物館 H 39.5
u 青銅浄瓶 朝鮮 韓国,東国大学校博物館 H 38.5
L2 青網浄瓶 高麗 ㌍巳国,果亜大学校博物雌 H ze.s
(II形式 〉 陶 製 一t 白磁浄瓶 高麗u世 紀末 SEOUL国立中央縛物館,広州上山谷里出土 H ze.s
㈹パ ター ン2 黄茶天目柚浄瓶 高麗 SEOUL国立中央博物館 H 28.9
3 青磁浄瓶 高麗13世紀 棘国,高麗大学校憾物館 H 23.0
4 青磁浄瓶 高麗u世 紀 韓国,国立全州博物飼 N 31.7
5 背磁浄瓶, 高麗12世紀 韓国,個人所蔵 H 36.3
6 青磁陰刻社丹折枝文浄瓶 牡丹折枝文 高麗12世紀 韓国,海剛高麗冑磁研究所 H 38.5
7 青磁陰刻震鶴文臼点浄瓶 霽鵡文 高麗12世紀前半 r朝鮮の陶磁亅より・雄山閣,久志耶眞著 H 30.3
8 白磁線嵌蒲柳水禽文浄瓶 蒲柳水禽文 高麗12世紀中葉 SEOUL国立中央博物館 H 33.1
9青磁象嵌菊花折枝文浄瓶 菊花折枝文 高麗 米国,ボストン萸術館 H 28.4
10青磁浄瓶 高鹿12世紀 SEOUL湖林英術館 H 30.5
11 青磁蒲柳水禽文浄瓶 蒲柳水禽文 高麗ixn1紀前半 SEOUL国立中央博物館 H 34.2
12青磁陰刻社丹運花折枝文浄瓶 牡丹趣花折枝文 高麗12世紀 SEOUL国立中央博物館 H 35.4
13青磁九胆浄瓶 高麗12世紀前半 d本,大和文華館 H 33.5
14 胃磁塾嵌花蝶文浄瓶 花蝶文 高麗12世紀辭 ～13世紀初 日本,架洋陶磁葵術館 H 33.2
15 冑磁象嵌蒲柳水禽文浄瓶 蒲柳水禽文 喬麗12世紀中葉 薗拿国,澗松災術館 H 37.t
16青磁象嵌牡丹文浄瓶 牡丹文 高麗12世紀末 韓国,海剛高肥青磁研究所 }1 41.3
iv青磁象厳柳竹遍蘆鴛鴬文浄瓶 柳竹㎜ 文 高麗 SEOULIAA中央愽物館 H 37.0
〈H形式〉陶製一1 白磁浄瓶 高麗10-11世紀 SEOUL国立中央博物館三陟北坪色三和里古墳出土 N 28.9
α9パター ン2 土製瀕瓶 高麗 SEOULf≪7立中央傅物館 fI26.9
3 白磁瀕瓶 高麗 r陶器譜座8一朝詳且」より H 31.2
4 冑磁浄瓶 高麗u世 紀後半 韓国,高腕大学校博物館 H 23.5
5 熈袖磁雅浄瓶 高麗 韓国,束国大掌校博物餌 H 31.2
s 凩袖浄瓶 高麗19世紀 韓国,梨花女子大学校憾物館 H 3L5
7 熈抽浄瓶 高麗 斡国,束亜大学校博物館 H 2].5
8 颶褐柚浄瓶 高麗ugr紀後半 栂国,延世大学校博物館 H 28.6
9青磁陰刻社丹rgtc文浄瓶 牡丹唐草文 高麗n世 紀 SEOUL国立中央博物館 H 28.4
10 青磁陰刻蓮唐軍文浄瓶 運唐草文 高麗 SEOUL国立中央博物館 H 34.2
1L 白磁浄瓶 高麗 「陶盟謄座8亅より一宮女洞古壇出土 H za.o
12青磁浄瓶 高麗12世紀 韓国,国立光州博物館 「図緑亅より i.匸36.2
13 青磁浄瓶 高麗tz世紀前半 輒国,湖巌臾術館 H 36.5
14 肯磁陰刻蒲柳水禽文浄瓶 蒲柳水禽文 高麗L2世紀 日本,東洋陶磁英術館 H 33.1
IS 冑磁陰刻AR柳水禽文浄瓶 蒲柳水禽文 高麗 r陶盟誹座8一朝鮮1亅より H 32.t
16 青磁浄瓶 高麗 英国,フイツツウイリアム榮術館 H 34.0
17 青磁陽刻蒲柳水禽文津瓶 蒲柳水禽文 高麗L2世紀 日本,東洋陶磁奬術館 H 35.5
18 青磁賜刻邇唐草文浄瓶 蓮鷹殖文 高麗L2世紀前半 目本,根津萸術館 H 36.7
19 青磁象嵌菊花文浄瓶 菊花文 高麗12～13世紐 SEOUL国立中央博物館 Ii34.7
zo胃磁鉄堆画柳花文浄瓶 鉄堆画柳花文 高麗t2L紀 韓国 李憲 H 31.4
21 青磁依嵌柳花弁文浄瓶 柳花卉文 高麗 日本.「 幻 の コ レ ク シ 封 ン亅 H 33.8
22 青磁鉄絵柳文浄塩 柳文 高麗 SEOUL国立中央博物館 H 30.6
23 肯磁鉄絵柳文浄瓶 柳文 高麗12-13世紀 SEOUI.国立中央博物旭 H 33.1
24 斉磁鉄絵柳文浄瓶 柳文 高麗12世紀初半 斡国,高麗大学校博物館 u 29.5
zs 青磁鉄絵柳文浄瓶 柳文 高麗 SEOUL国立中央博物館 u 3L8
26 青磁鉄絵牡丹文浄瓶 牡丹文 高麗It世紀初半 緯国,高鹿大学校博物館 H 33.5
.
.
浄瓶一覧表II.中 国浄瓶(青 銅,陶 製)
作品例1
・
作品区分 名 称 年 代 所 蔵 及 出 土 高 さ
冉銅,陶嬰 L 青銅浄瓶 六朝 日本,藤井荷郊館 H 1d.9
2 銅製瓶 北斉・6世紀中葉 中国,河北平山ぬ昂藷 H 1d.5
3 肯柚練彩瓶 575 中国,河南范粹墓 N tl.0
4 白磁浄瓶 唐7～8C 目本,BSN新潟萸術館 H 26.3
5 白磁浄瓶 680～80D r陶磁大系」晦37より H vs
6 白磁浄瓶 唐 H本,久保惣記念美術館図録r注器亅より H 20.4
7 白磁浄瓶 唐 日本,久保惣記念美術館図録 「注器亅より H 21.0
8 響銅仙盤形水瓶 唐 日本,奈良国立博物館 H 30.9
9 冑銅浄瓶 唐 日本,久保惣記念萸術館図緑r注器亅よワ H 17.6
to青銅浄瓶 唐 凵本,鞍馬寺 尖大消失
11青銅浄瓶 唐 〔684～758} 中国,河南省洛陽市艇文神会幕 H 29.4
12肯銅浄瓶 唐 日本,奈良国立博物賠 H 27.5
is
is
羅鋪 銅浄瓶
m柚峰瓶
唐
五代～北宋ILO世紀一泄紀}
中网,龍門禅宗七阻荷渇神会墓出土
日本,梨京国立博物館
H
H
33.0.
za.o
15龍首翫浄瓶 北宋前期 中国,河北省定縣博物館・定窯 H 32.2
16「官」字款蓮紋浄瓶. 北宋前期 中国,河北省定縣博物賠・竃艱 H 30.3
17 「官亅字款小浄瓶 北*前期 中国,河北省定縣博物館・定窯 H 18.5
IB浄瓶 北宋前期 中国,河北省定縣博物館・定鼎 x 30.6
19 「窟」字款刻花運弁紋浄瓶 北宋前期 中国,河北省定縣博物館・定黛 H 3t.0
xo刻花仰覆運龍首流浄瓶 北宋前期 中国,河北省定縣博物館・定鼎 H 15.8
21 白磁胆口浄瓶 io世紀後半(9n) 中国,河北省定縣静志寺塔翦出土 ・定窯 H 正8.5
zz 白磁蓮弁暦軍文觝凵浄瓶 10世紀後半 中国,河北省定縣浄衆院塔基出土河北省定只博物館 H 60.5
23緑柚波浪文浄瓶 北宋太平興国2年(977)中国,河北省定縣静志寺舎利塔基出土 H 18.0
作品区分 名 称 年 代 所 蔵 及 出 土 高 さ
L 金銅観音菩鯊立像 三国時代7世 紀前半 SEOUL三賜洞出土 〔国宝12731 H 20.7
z 金銅菩薩立像 三国時代7世 紀前半 韓国,湖巌典術館 H 15.6
3 金鋼鋭音菩薩立像 三国aflC7世紀 韓国,湖巌薬術鱚 H iz.s
4 金銅菩麗立像 三国時代7世 紀 輯国,公州儀堂出土,公州博物館 H zs.o
5 血銅観世音菩薩立像 =国時代7世 紀 SEOUL国立中央得物館(窯物195) N 21,監
6 金銅菩薩立像 百済7世紀 韓国,忠南扶蜍窺岩里出土 H 26.7
7 金銅躍師如来立像 新橿7世紀 SEOUL国立中央M物鱚{竄物328号) x 29.6
8 金銅菩麗立像 統一新躍8世 紀 韓国.湖林災術館 N 11.5
9 金銅鋭膏菩薩立像 儲一新繦tl世紀 韓国,湖巌災術館(国宝128号) H 18,2
10 金銅菩蔭立憮 続一新紲8世 紀 韓国 湖林英術館 H 11.6
u 金銅観音菩噸立像 統一新羅8-911!紀 SEOUL国立中央博物餡 H 17.2
12 金銅仏立像 統一新羅 韓国,東国大学校博物館 H 1d.0
13 金飼観音菩薩立像 統一新羅 SEOUL国立中央博物館 H is.1
14 石刷庵梵天1象 概一新概8～9世 紀 韓国,慶尚北道月城郡
15 石鞘庵十一面観音像 統一新罹8-9世 紀 幃国,陽北面凡谷X691(国宝24号) N:218.0
Ifi楊柳観膏像 高鹿時代 B本,大徳寺 [羅1:1
17 楊柳観音憮 至治3年1323年 日本,高野山・金剛三昧院
is楊柳蜆音像 高麗後期 日本,東京浅單寺
19水月観習像 高麗1310年 日本,競神祉 〔翻1:1
20 水月観音像 高麗14L紀 日本,瑰衆来迎寺 [綾1111:1
21 水月観膏像 高麗141U紀 目本,穴和文粥館 〔蹴1:1
zz 高僧像 ra9世紀末～10世紀初 英国,大英博物館 Yd:46.3
1Mf:30.0
za 観膏像部分 南宋 日本,大徳寺
〔綾1'7297:1
作品例2
1-L 金泉葛項寺址塔発見・金銅舎利瓶 統一新概758年 韓国,国立慶州博物餓金泉掲項寺地塔 H:8.8/ILS
1-2 金銅製舎利瓶・銅製外壹 統一一新羅758年 幃国,国立慶州博物館 H:B.1/15.5
1-3金嗣製舎利瓶・銅製外豊 統一新題758年 姫国,国立慶州博初館
z 金飼製銀象嵌瓶 統一新郡 出土地未詳 H:16.8
3 日本一布陝形水瓶
4 金銅陰刻如来文瓶 統一新羅9～10世紀 日本,束窟・国立博物鱚 H:19.8
5 緑柚長頚瓶 百済6世紀 H本,JNA(・国立博物館全8南道出土 H:30.3
6印花文土圏広ロ長頚瓶 統一新羅 SEOUL国立中央博物館,慶州雁鴨池出土 H:30.0
作品例3
匸 軍持 奈良時代8世 紀 日本,久保惣記念奨術館図繰一r注器亅より H:28.0
z 金銅仙蘯形水瓶 奈良時代8世 紀 日本,奈良国立博物館図緑 H:29.9
3 金銀鍍布薩形水瓶 嫌倉時代13世紀 日本,奈良国立博物館図録 N:35.0
